
第2回 市民ワークショップ
「若槻の公共施設に活動を落とし込もう」をテーマに
グループ討議を行いました

【お問い合わせ先】
公共施設マネジメント推進課

電話：２２４－７５９２
若槻支所 電話：２９６－３９０８

9月29日（土）若槻コミュニティセンター体育館で「地区の公共施設を考える」

市民ワークショップを開催しました。

前回のおさらいに続いて、信州大学工学部羽藤研究室の学生から、「第1回ワー

クショップのまとめと感想」の発表がありました。その後、「若槻の公共施設に活

動を落とし込もう」をテーマに具体的な活動がどの施設でできるか、その場合の課

題は何かなどを話し合いました。活発なグループ討議をいただいた皆さま、ありが

とうございました。

グループ討議の様子
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◇ワークショップの結果、若槻地区の公共施設に対するご意見・
ご質問などありましたら、遠慮なくお聞かせください。

公共施設の状況（おさらい）

施設の老朽化／築30年以上が44％（公共施設白書）

人口減少／H12年（387,911人）をピークに減少
H52(2040)年には30万2千人に！（約22％減）

少子高齢化／生産年齢人口（支える世代）の減少
高齢化に伴う社会保障費の増加

今でしょ
公共施設のかしこい見直し方
とは？

いつやるの？

複合化・集約化すると、いろいろなメリットが．．．
「人が集まることによる活性化」「移動時間短縮」
「多世代交流」「人員配置の効率化」
「共用部分の削減（エントランス、廊下、トイレ）」などなど

将来まで残す施設のコストは、将来の市民が負担します。
→将来まで残していく施設はどれですか？
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• 今回は難しいテーマと考えていたが、今日の皆さまの発表を伺い、共
通点があると感じた。それは、「子ども」を念頭に置きながら色々な
公共施設の活用を考えて「交流の機会」をとらえていたこと。

• 交流ということを考えると、公民館の在り方等が重要になると思う。
• 公共施設においてどういう交流がその場所で可能なのかを考えていく

ことによって、相対的に公共施設の在り方みたいなものが浮かび上
がってくるのではないか。

• 次回は具体的な施設に的を絞りながら、その在り方について検討して
いけると良いと思う。

参加者アンケートから

◆児童センターを昼間お年寄りに開放し、夕方児童がきた時に一緒にコミュニケーションをとる
という意見が良かった

◆施設が充実した環境で育った子ども達は、成長してから若槻地区で暮らせて良かったと思う
◆年代によって必要と考える施設や活動の違いが参考になった などなど・・・

アドバイザーの羽藤広輔先生（信州大学工学部准教授）のコメントを紹介します

◇【小学校】同じ場所に児童館がある方が便利で安全

◇【児童館】世代間交流・農業の活用・子ども達の安全 → 子ども食堂

◇【公民館】住民の交流や子育て支援に使用できるようにする

【Ｂグループ】 地域の交流・災害対策・子育て支援、高齢化対策

◇【昭和の森公園】スポーツ交流の公園・防災拠点・日陰のある屋外スペース必要・ＢＢＱ

◇【サラダパーク】農業交流・収穫祭

どちらの施設も「顔が見える地域交流」の場に

【Ｃグループ】 安心安全な若槻

児童数の減少が進んでいる若槻地区から、空き校舎活用による多世代交流の拠点づくり

◇若槻小学校を多世代交流の拠点・自習室・時間外保育・中高生が小学生に勉強を教える・

シニア世代向けサークル活動の場として活用

【Ｄグループ】 中高生が地域で活躍できる活動 顔見知りをつくる場所・機会

◇【児童センター】午前中は高齢者に使ってもらい、子どもが来てからは交流の場に

◇【公民館】引退した人に教えてもらう職業体験・公園と併設した雨の日でも使えるような

屋内施設・お母さん同士の情報交換・夜に集まれるような場所（飲み屋）

【Ｅグループ】 子どもと高齢者をはじめとした多世代間の交流

【Ａグループ】 「〇〇が欲しい」という意見を活動に置き換えてみる
◇大型商業施設が欲しい → 親子でゆっくり遊ぶ・1日中、孫と一緒に楽しみたい

◇サントミューゼが欲しい → 仕事終わりに交流・地域の子供達との交流・祭り・お茶

◇充実したスポーツ施設が欲しい → 車を停めて、楽しくウォーキング



【お問い合わせ先】
公共施設マネジメント推進課

電話：２２４－７５９２
若槻支所 電話：２９６－３９０８

10月20日（土）若槻コミュニティセンター体育館で第３回 市民ワークショップ
を開催しました。

グループ討議では、第一部で「支所・公民館の現状と今後求めること」を出し合
い、第二部で「支所・公民館の将来像」について話し合いました。一部と二部の間
には、市から一般的な「公共施設整備の手法について」のメリット・デメリット等
を説明し、整備方法についての理解を深めました。参加いただいた皆さま、ありが
とうございました。

公共施設マネジメント推進課からの説明

熱く語り合う各グループ

市の説明のポイントを紹介します
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現地建替え①（敷地が広い場合）
◇既存建物の横に新たな施設を建設し、引越し後、既存
建物を解体する方法

○仮移転が不要で、引越し回数が少なくて済む
○新たな用地を求めなくて良い
●工事中敷地（駐車場）が狭くなる

現地建替え②（敷地が狭い場合）
◇既存建物の一部を解体して新たな施設を建設し、引越し
後、残っている既存建物を解体する方法

○仮移転が不要で、引越し回数が少なくて済む
○新たな用地を求めなくて良い
●工事中敷地（駐車場）が狭くなる。工事期間が長くなる

現地建替え③（一部解体ができない場合）
◇別の場所に仮移転又は休館して既存建物を解体。新た
な施設を建設して、引越しする方法

○新たな用地を求めなくて良い
●仮移転又は休館が必要。引越し回数が多い。①②に比
べてコスト高になる

移転建替え
◇別の場所に土地を求め、新たな施設を建設して、引越し
し既存建物を解体する方法

○仮移転が不要で、引越し回数が少ない。工事期間が短い
●新たに用地を取得する必要（時間とコスト）がある。
●場所移転の周知が必要。既存敷地の後利用が課題

当日配付した資料を市ホームページに掲載
していますので、ぜひご覧ください

○：メリット、●：デメリット

第3回 市民ワークショップ
「支所・公民館の将来像を考えよう」をテーマに
グループ討議を行いました
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参加者アンケートから

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 現 状 求めること 将来像

Ａ

 地区の真ん中で、立地
が良い

 古いけど、まだ使える
 建物がせまい
 夏暑く冬寒い

 平屋が便利
 駐車場は広く
 支所と公民館が一緒でな

くてもよい

案① 既存の体育館は利用
し、会議室を別に建てる

案② 現在地に改築し、体
育館は他の施設を利用

Ｂ

 場所は良い
 駐車場が広い
 ﾊﾞｽの便が悪い
 利用者が一部に偏る
 机などの出入れが大変

 大会議室のある新築公民
館

 わかりやすい場所へ
 防災施設としての利用
 社協のｽﾍﾟｰｽや機能の充実

 現在地の近くに移転改築
 大通り沿いの商業施設等

と再整備できれば便利
 支所に複合化できる施設

は意外と少ない

Ｃ

 立地が不便
 ﾊﾞｽが使えない
 便利に行けるﾉﾙﾃの吉

田支所を使っている
 公民館をあまり使用し

たことがない

 支所の役割を分かりやす
く

 現状に不便を感じないの
で、改修をしながら現存
の施設を最大限に利用

 新築に伴う税負担を避け
たい

Ｄ

 身近な存在に感じない
 役員以外の人の利用が

少ない
 大きな会議室がない
 冬は寒く夏は逆に暑い

 皆が利用しやすい運用
 大きな体育館・大きな駐

車場・大きな会議室が必
要

 支所と公民館が離れてい
てもよい

 若槻小の北校舎へ支所・
公民館を移転

 現在の支所・公民館敷地
は宅地に分譲

Ｅ

 立地が悪い
 利用機会がない
 商業集積地から遠い

 ｺﾝﾋﾞﾆで住民票等が取れる
なら支所はいらない

 公民館は児童館など色々
な用途で使える複合施設
に

 同一敷地内の広い駐車場

 ｽｰﾊﾟｰやｺﾝﾋﾞﾆでATMのよ
うな機械で書類を発行で
きれば支所は必要ない

 公民館は、銀行･郵便局･ｺ
ﾝﾋﾞﾆ･図書館･保健ｾﾝﾀｰ・
児童ｾﾝﾀｰ等と複合化する

◆立地についてグループ毎に着眼点が違うところが面白かった
◆我々と若い人の考えが違う事にビックリした
◆学校内に公共機能を持たせる意見が、改築や移転だけでなく今ある施設の利用という事で

面白かった
◆将来を考えていくとD・Eグループ世代のものを大事にしていくことが大切かなと思った
◆支所を無くすのは反対 などなど・・・


